
※4F2GはA＜B×3となるようにご指定ください。

仕上記号 仕上方法 A B T

6F 6面フライス 15～1200 8～1000 3～60

4F2RG ロータリー研磨　　　　 ※側面フライス　 15～500 10～200 5～50

4F2G サーフェイス研磨　　　※側面フライス　 15～200 10～200 5～50

PDFは21年6月時点の内容です。最新情報はWEB頁でご確認ください（仕様は『外形図・規格表』タブに掲載）


